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家具から発生するホルムアルデヒドの天然素材を利用した放散抑制 
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【目的】家具からホルムアルデヒドが放散し、室内汚染の原因となっていること

は知られているが、その対策は充分に講じられていない。本研究では家具内部か

らの化学物質の放散速度を抑制する目的で、効果が期待される物質を塗布し、塗

布前後の濃度を測定することにより効果を評価した。 
【実験】濃度測定：ホルムアルデヒドの濃度は拡散サンプラーDSD-DNPH-L で測

定した。DSD-DNPH-L を家具内部に設置し 24 時間暴露した後、アセトニトリル

5mL で抽出し HPLC で分析した。低減化処理：尿素、カテキン、バニリン各 5ｇを

100mL エタノールに溶かし放散抑制剤とした。この放散抑制剤を各所に塗布し、

塗布前後の放散速度を測定した。 
【結果と考察】無処理の F☆☆合板は 4.4 mg/m2/h（30 °C）のホルムアルデヒド放

散速度が観測された。この合板にカテキン，尿素処理を行うと放散速度は減少し

たが，特に尿素の効果が高く、0.16 mg/m2/h まで減少した。次に、高濃度のホルム

アルデヒドが測定された家具内部に尿素溶液をスプレーで塗布し、効果を検討し

たところ、1 ヶ月の平均濃度が 1600 µg/m3 を示していた個所が、翌日には 140 µg/m3

まで減少し、明らかな低減効果が観測された。この効果は観測期間中持続し、4 ヵ

月間の平均濃度は 170 µg/m3，最小濃度 99 µg/m3 を示した。現在継続して測定して

いるが，濃度の上昇は認められない。ホルムアルデヒドは合板の接着剤（尿素－

ホルムアルデヒド樹脂）をつくる混合物の一成分であり、尿素が未縮合のホルム

アルデヒドと反応し放散が抑制されたことが推測される。今後、尿素の効果的な

利用が期待される。 


